










＜お答えします＞
神戸新聞は、休刊日を除いて毎日朝刊と地域によっては夕刊も発行

しています。取材・執筆から紙面の内容を決める会議、レイアウト、
印刷、発送まで、さまざまな行程をたどって、新聞はみなさんの自宅
に届けられます。一つの新聞ができるまでに半日近くかかっていると
いえるでしょう。ただ、記者が関心をもったテーマについて、取材す
る（人に話を聞く）とき、「真実」にたどりつけなければ記事になる
までに何日も何カ月もかかることがあります。逆に、締め切り間際に
大きな出来事が発生したとき、10分で取材して記事にすることもあり
ます。

「１枚の写真が１００行の原稿よりも多くの情報を伝えることがあ
る」といわれます。プライベートでもカメラを持って、ニュース性の
ある写真を撮るように努力しています。



＜お答えします＞
新聞には「有事（非常時）のライフライン」という役割もあります。

新型コロナウイルスの感染拡大や地震、台風などの災害時、みなさん
の命を守る「安全安心情報」を届けていきます。

＜お答えします＞
神戸新聞編集局の運動部長に聞いたところ、メッシやロナウドにイ

ンタビューしたことはありませんが、ヴィッセル神戸のイニエスタ主
将ほか有名な選手にもたびたび取材しているそうです。
















